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研究課題名 ２光子励起顕微鏡法を用いたシナプス・開口放出機構の研究

２光子励起顕微鏡法では生体組織の深部の断層的観察が可能で、たとえば、研究の概要等

脳を構成する神経細胞の結合部、シナプス、の構造や機能の動態を直接観察で

きる初めての方法論である。我々はこの顕微鏡法を用いて、言わば光で大脳の

神経回路の記憶を読み出し、また書き込む方法論を開拓した。即ち、２光子励

起法を用いてサブミクロンの解像でグルタミン酸を放出する方法を確立し、大

脳の単一シナプスの機能を測定し、また、シナプス可塑性を単一シナプスの解

像で誘発することに成功している。この新しい方法論を用いて、シナプスの学

習法則を基礎付ける構造・機能連関、及びシナプスの学習と個体の学習との関

係の解明を進める。我々はまた、２光子励起法が同時多重染色が一般的に可能

な唯一の蛍光顕微鏡法であり、蛍光相互相関解析によりナノスケールの分子反

応の解析が可能であることを明らかにした。この特徴を用いて、シナプスの理

解に必須である開口放出の基本機構の解明をシナプスや分泌細胞を用いて進め

る。
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